
自己開発
プログラム
自らの職業人生を主
体的に構想・設計し、
国際社会で活躍でき
る能力を身につける

短期留学プログラム

国際交流シンポジウム

キャリア形成談話会

大学院薬学研究科（薬科学専攻） カリキュラムマップ

自然科学、生命科学、医療薬学に関する基本的な知識と技能

修士論文研究
創薬科学に関する研究を実施し、専門的知識に基づいた論理的説明能力と研究遂行力を身につける

博士論文研究
創薬科学の発展に貢献する専門的で独創的な研究を立案、計画、実践し、学術論文や学会発表を通じて社会に成果を発表し還元する

薬科学に関する高度な専門知識を
習得し、世界水準の薬科学研究を
理解することができる

※ 修士課程にあっては、2年以上在学して研究指導を受け、授業科目30単位以上を修得して修士論文を提出し、所定の試験に合格することが必要とされる

導入教育 創薬研究に関連する分野の現状を把握し、研究遂行に必要な基本的知識を身につける

基盤有機化学概論 基盤物理化学概論 基盤生物化学概論 基盤医療薬科学概論
基盤有機化学実験技術 基盤物理化学実験技術 基盤生物化学実験技術 基盤医療薬科学実験技術

研究特論 創薬分野における専門知識
や理論を身につける

基盤有機化学特論Ⅰ  基盤生物化学特論Ⅰ
基盤有機化学特論Ⅱ  基盤生物化学特論Ⅱ
基盤物理化学特論Ⅰ  基盤医療薬科学特論Ⅰ
基盤物理化学特論Ⅱ  基盤医療薬科学特論Ⅱ

演習 プレゼンテーション、論理的思考、問
題解決能力を身につける

基盤薬品創製化学演習 基盤薬品機能統御学演習
基盤薬品製剤設計学演習 基盤生体分子薬学演習
基盤生体機能薬学演習 基盤生体情報薬学演習
基盤薬品動態医療薬学演習 基盤病態機能解析学演習
基盤精密有機合成化学演習 基盤生体機能化学演習
基盤生理活性制御学演習 基盤神経機能制御学演習
基盤医療薬剤学演習 基盤薬科学特別演習

実習 学習計画の立案能力や指導法を身につ
ける

基盤薬品創製化学実習 基盤薬品機能統御学実習
基盤薬品製剤設計学実習 基盤生体分子薬学実習
基盤生体機能薬学実習 基盤生体情報薬学実習
基盤薬品動態医療薬学実習 基盤病態機能解析学実習
基盤精密有機合成化学実習 基盤生体機能化学実習
基盤医療薬剤学実習

修士論文作成 当該分野における学術的意義、新規性、創造性を有する修士論文をとりまとめて発表する
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※ 博士後期課程にあっては、原則として3年以上在学して研究指導を受け、授業科目６単位以上を修得して独創的研究成果を学術論文に発表し、これらに基づく博士論文を提出して所定の試験に合格する
ことが必要とされる

当該分野における学術的意義、新規性と創造性、研究によってもたらされた知見の科学的検証または証明の妥当性などを有する博士論文をとりまとめて発表する
権威ある学術雑誌に査読付き原著論文を投稿できる段階まで研究を進めることが求められる

広い視野と教養、高度な基礎科学、薬
科学の体系的・先端的知識と技能を備
え、その活用力を身につけている

科学・技術・社会的課題に複数の解決策を
提示でき、将来の課題にも柔軟かつ的確に
対応できる高度な解決力を有している

博士論文作成

研究発表 研究成果を発信し
還元する力をつける

学術論文発表
国内/国際学会発表

高い倫理性をもって薬科学の発展
に寄与する行動を通して、人や自
然との調和ある共存に貢献できる

特論 創薬分野における最先端の研究
内容を履修し、幅広い視点と素
養を習得する

先端薬科学特論

演習 プレゼンテーション、論理的思考、
問題解決能力を身につける
先端薬科学研究演習II
先端薬科学研究演習Ｉ

実験 研究立案・遂行・問題解決能力を身に
つける

基盤薬品創製化学実験 基盤薬品機能統御学実験
基盤薬品製剤設計学実験 基盤生体分子薬学実験
基盤生体機能薬学実験 基盤生体情報薬学実験
基盤薬品動態医療薬学実験 基盤病態機能解析学実験
基盤精密有機合成化学実験 基盤生体機能化学実験
基盤生理活性制御学実験 基盤神経機能制御学実験
基盤医療薬剤学実験

研究 創薬科学研究に必要な応用基盤の
確立を目指す

専門分野において研究指導をうける

薬科学の深い学識に基づき、自由な
発想力を創造的に展開して新たな知
的価値を創出することができる

薬科学に関する研究成果を世界
に向けて発信できる高い能力を
有している

薬科学における個々の専門領
域において創造性の高い研究
を行う素地ができている

科学・技術の課題に解決策を提示
でき、また、将来の課題にも解決
策を構想できる

高い倫理性をもって、薬科
学の発展に寄与することを
めざした行動ができる

薬科学に関して、異なる文
化・分野の人々とも円滑にコ
ミュニケーションできる



博士論文研究
創発医薬科学の発展に貢献する挑戦的・独創的な研究を立案、計画、実践し、学術論文や学会発表を通じて社会に成果を還元する

大学院薬学研究科（創発医薬科学専攻） カリキュラムマップ

※ 原則として5年以上在学して研究指導を受け，薬学研究科が教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を履修して35単位以上を修得し，かつ独創的研究に基づく博士論
文を提出し所定の試験に合格することが必要とされる

基盤科目 薬学研究に関連する分野の現状を把握し、研究遂行に必要な基本的知識を身につける

創薬物理化学概論 創薬有機化学概論 創薬生物科学概論 大学院生のための英語プレゼンテーション データ科学概観 情報分析・管理論
創薬情報科学概論 創薬医療薬科学概論 アカデミックプレゼンテーション アカデミックディスカッション

展開科目
薬学と関連領域の専門知識や理論を身につける

論文作成科目
研究立案、遂行、問題解決能力を身につける

博士論文作成
当該分野における学術的意義、新規性と創造性、研究によってもたらされた知見の科学的検証または証明の妥当性などを有する
博士論文をとりまとめて発表する。権威ある学術雑誌に査読付き原著論文を投稿できる段階まで研究を進めることが求められる
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医薬科学に関する基本的知識、研究・学習計画を立案できる素地、挑戦をやり抜く力、異分化コミュニケーション能力、国際的な視野

能力開発科目
自らの職業人生を主体的に構想・
設計し、国際社会で活躍できる能
力を身につける

国際化 産学連携
スキルB ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟB

国際化 産学連携
スキルA ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟA

大学で教える 薬学実験コーチ
ということ ング演習B

生命科学 薬学実験コーチ
キャリアパス ング演習A

科学・学術と
社会のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

高度な基礎科学の理解及
び医薬科学の体系的・先
端的知識と技能を備え，
それらを柔軟に活用する
能力を身につけている

科学・技術及び広汎な社会的課題について医薬科学
の知識を総合して複数の解決策を提示でき，また，
世界が将来直面する可能性のある課題についても，
それを把握・予測し，科学的根拠に基づいて，柔軟
かつ的確に対応できる高度な解決力を有している

医薬科学の意義と重要性を理解し，
高い倫理性をもって，その発展と
応用に寄与することを目指した行
動を通して，人や自然との調和あ
る共存に貢献できる

医薬科学に関する深い学
識を基に，独自の発想力
を発揮して研究を実施し，
新たな知的価値を創出す
ることができる

幅広い視野と教養を身
につけ，医薬科学に関
する研究成果を世界に
向けて発信・説明でき
る高い能力を有してい
る
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関連領域特論

医療情報学
医薬品の開発と評価
医薬政策・行政
ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ学最前線
腫瘍免疫学特論
神経科学特論
システム生物学特論
再生医療・組織工学特論

研究発表
研究成果を社会へ発信
し還元する能力と態度
を身につける

学術論文発表

国内/国際学会発表

薬学系特論
創発医薬科学特論A
創発医薬科学特論B

創薬物理化学特論A
創薬物理化学特論B
創薬有機化学特論A
創薬有機化学特論B
創薬生物科学特論A
創薬生物科学特論B
創薬情報科学特論
創薬医療薬科学特論

計画作成 論文読解 実験研究

創発医薬
科学研究C

研究計画 科学論文 創発医薬
作文演習B 解読演習B 科学研究B

研究計画 科学論文 創発医薬
作文演習A 解読演習A 科学研究A

研究倫理・研究公正 薬学実験技術



博士論文研究
創薬や医療に貢献する専門的で独創的な研究を立案、計画、実践し、学術論文や学会発表を通じて社会に成果を発表し還元する

大学院薬学研究科（薬学専攻） カリキュラムマップ

※ 原則として4年以上在学して研究指導を受け、授業科目（講義、演習、実験、実習）を30単位以上修得し、かつ独創的な研究の成果を学術論文に発表し、これらを博士論文として
まとめ提出し、所定の試験に合格することが必要とされる

導入教育 臨床薬学あるいは薬学研究に関連する分野の現状を把握し、研究遂行に必要な基本的知識を身につける

臨床薬学概論 薬学研究概論 薬学実験技術

研究特論
臨床薬学や薬学研究に
関する専門知識や理論
を身につける

臨床薬学 薬学研究
特論 特論Ⅰ

病院薬学 薬学研究
特論 特論Ⅱ

薬学研究
特論Ⅲ

実験
研究立案、遂行、問題解決能
力を身につける

薬学研究実験Ⅲ
薬学研究実験Ⅱ
薬学研究実験Ⅰ

演習
プレゼンテーション、
論理的思考、問題解決
能力を身につける

臨床薬学 薬学研究
演習Ⅲ 演習Ⅲ

臨床薬学 薬学研究
演習Ⅱ 演習Ⅱ

臨床薬学 薬学研究
演習Ⅰ 演習Ⅰ

実習
学習計画の立案能力や
指導法を身につける

臨床薬学 薬学研究
実習Ⅱ 実習Ⅱ

臨床薬学 薬学研究
実習Ⅰ 実習Ⅰ

博士論文作成
当該分野における学術的意義、新規性と創造性、研究によってもたらされた知見の科学的検証または証明の妥当性などを有する博士論文を
とりまとめて発表する。権威ある学術雑誌に査読付き原著論文を投稿できる段階まで研究を進めることが求められる
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自然科学、生命科学、医療薬学に関する基本的な知識と技能

研究発表
研究成果を社会へ発信
し還元する能力と態度
を身につける

学術論文発表

国内/国際学会発表

自己開発
プログラム
自らの職業人生を主体
的に構想・設計し、国
際社会で活躍できる能
力を身につける

短期留学プログラム

国際交流シンポジウム

キャリア形成談話会

広い視野と教養、高度な基礎科学、
医療薬学、臨床薬学領域を中心とし
た薬学の体系的・先端知識と技能を
備え、その応用力を身につけている

薬学の知識を総合して科学・技術・社会
的課題に複数の解決策を提示でき、将来
の課題にも柔軟かつ的確に対応できる高
度な解決力を有している

高い倫理性をもって薬学の発展お
よびその臨床応用に寄与する行動
を通して、人や自然との調和ある
共存に貢献できる

薬学の深い学識に基づき、自由
な発想力を創造的に展開して新
たな知的価値を創出することが
できる

薬学に関する研究成果を世界
に向けて発信できる高いコ
ミュニケーション能力を有し
ている
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